
■ 国家基盤「元素戦略」の創出と推進

わが国発の新材料が世界を変える
「元素戦略プロジェクト」の推進

元素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞プログラム･ディレクター  玉尾 皓平 Kohei Tamao

研究体制と達成目標

▶ 資源の乏しいわが国発のオリジナル戦略「イノベーション創出国家戦略」：元素資源リスクをサイエンスで克服
し、革新的な物質・材料で持続可能な社会を目指す

▶ 国益をもたらすとともに、世界から尊敬される戦略：国連SDGsの課題解決に貢献
▶ 戦略達成に向けた5本柱：代替、減量、循環、規制、新機能
▶ 2004年：コンセプト提唱、2007年：国家プロジェクト開始（文科省/経産省間の戦略的府省連携）
 　2012年：文科省：元素戦略＜研究拠点形成型＞10年プロジェクト開始
▶ 5大基幹産業（化学・輸送・電機・機械・金属）競争力強化に直結する４研究拠点体制:
　「磁性材料」「触媒・電池材料」「電子材料」「構造材料」
▶「学理構築」から「機能材料試作」までを着実に推進：科学的成果を産業応用・社会実装までつなぐ
▶拠点内「材料創製・電子論・解析評価」3グループ間のシナジー効果＋企業アドバイザーの参画
　大規模先端研究施設群：SPring-8、J-PARC、「富岳」「京」のフル活用
▶次世代人材育成と長期戦略：世界に冠たる研究拠点Center of Excellence （COE）の構築と活動継続

元素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞活動のまとめ

元素戦略プロジェトの歩みと基本方針
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元素戦略＜研究拠点形成型＞事業目標：目指すべき将来像
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2-14-1系Dyフリーネオジム磁石および 
1-12系 RFe₁₂系究極高性能磁石材料の実現

多存元素で実用に耐える電子材料（半導体、
透明電極･伝導体、誘電体など）の実現

貴金属フリー排ガス三元触媒の実現および
二次電池のLi、Co からNa、Feなどへの代替

バルクナノメタル化･プラストン概念導入による
鉄鋼など構造材料の高強度･高延性の両立

磁性材料（物材機構 NIMS） 触媒･電池材料（京都大学）　　

電子材料（東工大）　　　　　　 構造材料（京都大学）　　　　　　

代表研究者
広沢　哲
（磁性･材料ユニット
特別研究員）

代表研究者
田中 庸裕
（工学研究科 
分子工学専攻 教授）

代表研究者
細野 秀雄
（元素戦略研究センター長･
栄誉教授）

代表研究者
田中　功
（工学研究科 
材料工学専攻 教授）

現代社会を豊かにする
基幹材料･技術：
（わが国の得意分野：
多くが、わが国の研究者、
企業によって発見、開発）
　資源リスクが顕在化
世界最強ネオジム磁石
Nd₂Fe₁₄B / Dy 
耐熱性向上にはDy必須

リチウムイオン二次電池
自動車排ガス三元触媒は
Pt、 Pd、 Rhなど貴金属

透明半導体IGZOの実現
半導体にも希少･有害元素
（Ga、Asなど)
希少元素
（Mn、Cr、Mo、Nbなど）の
消費の大半は鉄鋼材料
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省エネ･環境･資源リスクの克服･超越
5大産業（化学、輸送、電機、機械、金属）の

　　基盤と競争力強化
安心･安全は持続可能社会構築

希少元素フリー
高性能二次電池
の実用化

希少元素や毒性元素
を含まない光、電子
デバイスの実用化

希少元素フリー
高性能モータの実現
EV駆動や風力発電、
ロボットへの応用など

希少元素軽減構造材料：強度･延性両立
【自動車･航空機】
・軽量化による燃費向上
・衝突安全性の向上
【高層建築、橋梁】
・安心、安全を担保

希少元素
フリー浄化
フィルタ実現

大型共通基盤施設（SPring-8/SACLA、J-PARC、「富岳」「京」）のフル活用
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戦略的な
府省連携

府省連携

経済産業省（経産省）：希少金属代替材料プロジェクト

経産省：未来開拓型研究プロジェクト

文科省：元素戦略プ  ロジ ェクト＜研究拠点形成型＞
　　5大基幹産業（化学･輸送･電機･機械･金属）の競争力 強化に向けた拠点形成型国家プロジェクト

文科省：東北発素材 技術  先導プロジェクト
　　3課題採択：希少元素高効率抽出技術等の
　　　　　　　     重点プロジェクト

科学技術振興機構（JST） 戦略的創造研究推進事業：戦略的基礎研究･新技術シーズ創出プロジェクト
　　・CREST「元素戦略」：12課題採択･ネットワーク型バーチャルラボ　　
　　・さきがけ「元素戦略」：  34課題採択･「生意気な」若手の個人型研究

JST 産学共創基礎基盤研究：産業界の技術的課題解決に向けた基礎研究プロジェクト
　　・ヘテロ構造制御（2010 -）　・高性能磁石（2011-）

JST 戦略的国際共同 研究プログラム（SICORP）「希少元素代替材料」
  3課題採択：イリジウム（Ir）、インジウム（In）代替等の共通課題の
　　　　　　解決をめざす国際共同プロジェクト

文部科学省（文科省）：元素戦略プロジェクト＜産学官連携型＞
　　16課題採択･希少元素の代替/戦略的利用と新材料の探索 わが国のめざす

Society 5.0
（サイバー空間と
現実空間の融合）
の実現に貢献
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■ 国家基盤「元素戦略」の創出と推進

　「EV化の世界動向：2035年～2050年までにEV化」「COP26宣言（2021年11月：石炭火力発電段階的削減、
再生エネルギーへ」「日本国政府（2020年10月）：2050年カーボンニュートラル社会（脱化石燃料社会）」
「天然元素のアラートシグナル：Liの資源枯渇の心配はないが供給リスク、レアアースや貴金属の偏在、保護貿易」
　これらの状況は、本プロジェクト「強力磁石･モーター、三元触媒貴金属低減･フリー、Naイオン電池、高効率
エレクトロニクス、強靭･軽量金属材料（車体軽量化）」の重要性を再認識させるものである。

プロジェクト開始時2012年からの世界情勢の変化

4拠点の活動成果の概要

プロジェクトのバトンをつなぐプロジェクトのバトンをつなぐ

バルクナノメタル化により高強度･高延性両立を達成
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